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八幡町婦人会による コ ー ラ ス 

町の人 口 

（平成2年10月31日） 

男 3,887(+6 ) 

女 4,363(+8 ) 

t 8,240 (+14) 

世帯数 2,768(+4 ) 

敬
老
会
開
催
》
 

踊
り
を
楽
し
ん
だ
一
日
 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
に
 

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
雨
天
と
な
り
ま
し
た
 

が
、
そ
れ
で
も
町
民
体
育
館
い
 

っ
ぱ
い
に
お
年
寄
り
が
集
ま
り
 

ま
し
た
。
 

今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
は
 

一
、
〇
〇
四
名
で
す
。
 

式
典
の
中
で
岩
崎
町
長
は
、
 

「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
 

に
努
力
す
る
。
身
体
に
気
を
つ
 

け
て
過
し
て
欲
し
い
。
又
来
年
 

も
お
逢
い
し
た
い
」
と
あ
い
き
 

つ
、
続
い
て
記
念
品
贈
呈
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
が
主
な
受
賞
者
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
町
長
記
念
品
 

の
 

夫
婦
最
高
齢
者
 

生
原
 
福
松
（
九
十
二
歳
）
 

生
原
キ
ク
ェ
 
（
八
十
四
歳
）
 

②
 

最
高
齢
者
 

栗
田
 

ョ
子
（
九
十
九
歳
）
 

⑥
県
知
事
記
念
品
 

の
 

七
十
七
歳
（
喜
寿
）
六
十
 

六
名
、
代
表
、
長
野
清
一
郎
 

（
長
浦
）
 

②
 

八
十
歳
（
傘
寿
）
六
十
名
 

代
表
、
西
山
喜
市
（
八
幡
町
）
 

③
 

八
十
八
歳
（
米
寿
）
十
名
 

代
表
、
池
永
孫
四
郎
（
中
古
 

門） 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
祝
金
、
及
 

び
記
念
品
 

①
 

八
十
八
歳
（
米
寿
）
二
十
 

二
名
代
表
、
伊
藤
秀
雄
（
八
 

幡
町
）
 

②
 

金
婚
式
を
迎
え
た
夫
婦
 

十
七
組
、
代
表
、
岩
平
静
雄
 

岩
平
ト
シ
子
（
敬
称
略
）
 

記
念
品
贈
呈
の
後
、
老
人
を
 

代
表
し
て
、
石
谷
時
次
郎
氏
が
 

式
典
開
催
に
対
す
る
謝
辞
を
述
 

べ
式
典
は
終
了
し
、
続
い
て
待
 

ち
に
待
っ
た
演
芸
が
始
ま
り
ま
 

し
た
。
 

婦
人
会
十
四
支
部
に
よ
る
舞
 

踊
が
披
露
さ
れ
、
踊
り
子
に
拍
 

手
と
、
花
が
乱
れ
飛
び
楽
し
い
 

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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と
び
う
め
国
体
の
 

大
会
旗
・
矩
火
 

町
内
を
リ
レ
ー
 

選
手
は
、
小
・
中
学
生
、
一
般
男
女
 

十
月
十
八
日
、
第
四
十
五
回
 

国
民
体
育
大
会
の
矩
火
リ
レ
ー
 

が
方
城
町
内
を
通
過
し
ま
し
た
。
 

町
内
の
コ
ー
ス
、
及
び
中
継
 

場
所
は
、
職
員
区
、
中
央
公
民
 

館
、
方
城
町
役
場
、
中
山
商
店
 

前
（
浄
万
寺
）
で
す
。
 

こ
の
日
方
城
町
役
場
前
広
場
 

で
は
、
矩
火
の
到
着
前
に
、
町
 

婦
人
会
幹
部
二
十
数
名
に
よ
る
 

「
と
び
う
め
国
体
音
頭
、
他
」
 

に
よ
る
踊
り
が
行
わ
れ
、
式
典
 

を
い
っ
そ
う
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

さ
て
、
い
よ
い
よ
矩
火
の
到
 

着
で
す
。
矩
火
は
小
、
中
学
生
 

の
手
に
よ
っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
た
 

の
で
す
が
、
い
っ
た
ん
、
岩
崎
 

町
長
が
矩
火
を
受
領
し
、
点
火
 

台
に
灯
火
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
選
手
に
対
し
、
激
励
 

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
交
代
し
 

た
選
手
に
矩
火
が
点
火
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

約
三
百
人
の
観
衆
に
見
送
ら
 

れ
午
前
十
一
時
五
十
五
分
、
役
 

場
を
出
発
し
ま
し
た
。
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方
城
町
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
 

町
民
意
識
調
査
協
力
の
お
願
い
 

一
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町
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
 

か
ら
町
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
 

て
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
 

を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
い
た
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
び
、
本
町
で
は
こ
れ
 

か
ら
の
（
お
お
よ
そ
一
〇
年
後
 

の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
想
定
し
 

た
）
町
政
の
在
り
方
を
決
め
る
 

第
二
次
方
城
町
総
合
計
画
を
策
 

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
か
ら
 

日
頃
町
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
 

お
考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
 

る
こ
と
や
町
政
に
対
す
る
ご
希
 

望
な
ど
の
お
声
を
ァ
ン
ケ
ー
ト
 

方
式
で
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、
 

こ
れ
を
積
極
的
に
計
画
に
反
映
 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
 

ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
 

と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
こ
 

の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
 

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
 

第
で
す
。
 

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
選
挙
 

人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
皆
様
の
 

中
か
ら
無
作
為
に
七
〇
〇
名
抽
 

出
し
、
無
記
名
で
回
答
し
て
い
 

た
だ
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
他
の
 

こ
と
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
 

こ
と
は
ご
ぎ
い
ま
せ
ん
。
 

各
地
区
の
駐
在
員
さ
ん
を
通
 

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
 

収
集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
 

是
非
と
も
、
町
民
意
識
調
査
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
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扶
養
親
族
等
申
告
書
は
 

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
1
・ 

老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
っ
て
 

支
給
さ
れ
る
年
金
に
は
税
金
が
 

か
か
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
老
齢
厚
生
年
金
等
 

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
課
税
対
 

象
と
な
る
年
金
の
年
金
額
（
年
 

額
）
が
一
〇
五
万
円
（
年
齢
が
 

六
五
歳
以
上
の
と
き
は
一
七
五
 

万
円
）
を
超
え
る
人
に
対
し
て
 

は
、
毎
年
十
一
月
初
旬
に
、
社
 

会
保
険
庁
か
ら
パ
ン
フ
レ
 
ッ
ト
 

を
同
封
し
た
『
扶
養
親
族
等
申
 

告
書
』
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
 

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
『
扶
 

養
親
族
等
申
告
書
』
を
提
出
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
偶
者
控
 

除
、
扶
養
控
除
等
の
控
除
を
受
 

け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

平
成
三
年
中
に
、
こ
の
控
除
 

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
パ
 

ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
読
ん
で
、
 

正
確
に
記
入
し
、
十
一
月
末
日
 

ま
で
に
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

お
互
か
D
人
雀
を
尊
重
ー
ン
、
羊
工
弛
D
な
J
町
づ
ノ
＼
J
を
 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
図
 

U"
W
八
い
八
い
八
“
八
い
八
U
A
』AU
、 

矢
熊
の
賛
字
と
英
彦
山
山
伏
 

△
前
号
よ
り
の
続
き
V
 

矢
熊
楚
字
を
後
に
し
て
、
伊
 

方
川
に
添
っ
て
上
る
。
赤
坂
神
 

社
の
東
の
坂
を
萩
ケ
原
へ
行
く
 

途
中
（
旧
倉
石
炭
鉱
跡
）
に
、
 

「
我
部
童
蔵
」
の
石
碑
が
あ
る
。
 

峯
入
に
は
、
古
先
達
（
経
験
 

者
）
先
達
（
指
揮
者
）
、
新
客
 

（
初
参
加
者
）
度
衆
に
よ
っ
て
 

集
団
を
つ
く
り
、
福
智
山
頂
を
 

め
ぎ
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
 

「
忍
耐
し
て
我
今
仏
身
と
な
る
」
 

と
自
覚
す
る
行
が
過
酷
な
ま
で
 

に
科
せ
ら
れ
て
い
た
。
 

入
峯
儀
式
の
ー
つ
に
業
秤
が
 

あ
る
。
こ
れ
は
法
螺
の
紐
で
両
 

手
を
し
ば
り
、
身
体
を
吊
り
下
 

げ
秤
の
形
で
回
噴
す
る
。
 

又
水
断
、
穀
断
は
断
食
修
業
 

で
あ
り
、
餓
鬼
畜
生
両
道
の
修
 

業
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
 

こ
の
極
め
て
き
び
し
い
儀
式
 

を
行
い
つ
つ
、
移
動
し
て
行
く
 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
我
部
童
蔵
 

の
処
で
、
新
客
で
あ
る
一
人
の
 

少
年
坊
が
倒
れ
、
加
持
祈
祷
の
 

効
な
く
幼
き
命
を
全
う
し
た
と
 

い
う
。
 

地
元
の
人
々
は
、
こ
の
少
年
 

坊
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
小
 

さ
な
お
堂
を
作
り
供
養
を
続
け
 

た
の
で
あ
る
。
 

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
幼
児
の
 

病
気
に
良
く
効
く
と
い
わ
れ
、
 

特
に
百
日
咳
、
夜
泣
き
、
夜
尿
 

症
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
広
く
 

遠
く
の
人
に
ま
で
信
仰
さ
れ
た
 

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
0
 

大
正
三
年
の
方
城
炭
鉱
大
爆
 

発
に
よ
っ
て
、
死
者
六
八
七
名
 

の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
こ
の
 

地
で
曜
災
者
の
処
理
、
慰
霊
祭
 

等
が
行
わ
れ
た
。
や
が
て
多
く
 

の
人
々
に
よ
っ
て
観
音
堂
が
建
 

立
さ
れ
た
。
 

そ
の
後
倉
石
炭
鉱
の
関
係
者
 

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
が
、
近
 

年
道
路
補
修
に
よ
っ
て
現
在
地
 

に
移
さ
れ
、
昔
の
面
影
は
全
く
 

失
わ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
 

な
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
少
数
 

の
信
者
に
よ
っ
て
細
々
と
霊
を
 

慰
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
 

麟
 

畑観音堂 

萩
ケ
原
よ
り
北
に
向
っ
て
一
 

十
分
余
り
で
畑
観
音
堂
に
着
く
。
 

こ
の
地
は
、
江
戸
初
期
開
拓
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
 

以
前
に
堂
が
あ
り
、
地
元
の
人
 

々
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
 

当
時
は
、
自
然
林
の
中
に
平
 

地
に
も
か
か
わ
ら
ず
湧
水
が
あ
 

っ
た
。
 

（
こ
の
自
然
林
を
僅
か
 

に
残
し
て
い
る
の
が
奥
の
赤
坂
 

畑
神
社
で
あ
る
）
 

こ
の
観
音
堂
の
湧
水
は
「
霊
 

験
あ
ら
た
か
な
り
」
 
と
い
わ
れ
 

こ
の
水
で
顔
や
身
体
を
清
め
れ
 

ば
、
皮
膚
病
に
効
く
と
伝
え
ら
 

れ
て
い
た
が
、
 
い
つ
の
頃
か
ら
 

か
耳
の
病
気
が
全
快
す
る
と
い
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
元
 

の
人
々
に
よ
っ
て
今
で
も
受
け
 

継
が
れ
、
毎
年
祭
り
が
行
わ
れ
 

て
い
る
。
 

ま
た
僅
か
に
当
時
の
古
井
戸
 

が
残
さ
れ
て
い
る
が
昔
の
面
影
 

は
な
い
。
 

こ
の
畑
観
音
堂
よ
り
北
進
す
 

る
こ
と
一
時
間
余
り
で
、
漸
く
 

宿
泊
地
で
あ
り
最
大
の
業
の
場
 

で
あ
る
岩
屋
権
現
に
着
く
（
昭
 

和
四
十
六
年
福
岡
県
文
化
財
指
 

定） 中
世
に
は
、
「
元
宮
岩
屋
権
 

現
」
と
い
わ
れ
、
地
元
で
は
、
 

「
弁
城
の
宮
」
と
い
う
。
 

境
内
に
は
、
岩
清
水
が
湧
き
 

大
岩
窟
（
四
十
メ
ー
ト
ル
余
り
 

の
も
の
が
ニ
カ
所
あ
る
）
や
大
 。 

岩
が
あ
り
、
当
時
神
木
と
い
わ
 

れ
た
大
杉
も
残
さ
れ
行
の
場
と
 

し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。
 

自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
 

の
は
、
町
内
で
は
こ
こ
だ
け
で
 

あ
る
。
 

ま
た
こ
の
地
の
掩
字
憂
茶
羅
 

は
、
町
史
、
P

五
八
四
に
あ
る
 

の
で
省
略
す
る
。
 

こ
の
地
で
一
泊
明
け
て
、
上
 

野
へ
と
移
動
す
る
。
江
戸
中
期
 

以
降
に
な
る
と
一
年
毎
に
、
上
 

野
泊
、
元
宮
泊
と
に
分
け
ら
れ
 

る
よ
う
に
な
る
。
 

次
号
、
町
内
三
村
の
凶
作
。
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第
 19 

回
町
民
運
動
会
 

春

田

常

会

が

優

勝

 

九
月
十
六
日
、
第
十
九
回
町
 

民
運
動
会
が
二
十
九
常
会
参
加
 

の
も
と
に
行
わ
れ
、
春
田
常
会
 

が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

秋
晴
れ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
 

は
、
午
前
八
時
三
〇
分
選
手
が
 

集
合
、
昨
年
優
勝
の
春
田
常
会
 

よ
り
優
勝
旗
の
返
還
が
行
わ
れ
、
 

大
会
会
長
、
岩
崎
町
長
の
あ
い
 

さ
つ
、
永
岡
体
協
会
長
が
競
技
 

上
の
注
意
等
を
説
明
し
、
い
よ
 

い
よ
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

競
技
は
常
会
対
抗
と
、
オ
ー
 

プ
ン
競
技
が
あ
り
、
 
一
位
か
ら
 

八
位
ま
で
得
点
に
よ
り
集
計
さ
 

れ
ま
す
。
 

第163 号 ●つ よ
 

じ
 

ヤつ ほ
 

対
抗
競
技
の
九
種
目
に
よ
り
 

熱
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
成
 

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
総
合
）
 

優
 

勝
 

春
田
常
会
 

準
優
勝
 
野
添
 
ク
 

三
 

位
 

久
」
ハ
 

ク
 

（
青
年
リ
レ
ー
）
 

優
 

勝
 

八
幡
町
常
会
 

準
優
勝
 
春
 

田
 
ク
 

三
 

位
 

中
古
門
 
ク
 

（
子
ど
も
対
抗
リ
レ
ー
）
 

優
 

勝
 

新
門
上
 

準
優
勝
 
湧
 

測
 

三
 

位
 

野
 

添
 

（
職
域
団
体
リ
レ
ー
）
 ク ク ク 

優
勝
 
男
 

日
立
マ
ク
セ
ル
 

女
 

青
年
女
子
バ
レ
 

準
優
勝
 
男
 

女
 

三
 

位 

女 男 

早
朝
ソ
フ
ト
 

女
子
ソ
フ
ト
 

体
育
協
会
 

イ
ン
デ
ィ
ア
 

カ
 

な
お
、
今
回
は
田
川
交
通
安
 

全
協
会
方
城
支
部
（
会
長
 
手
 

島
秋
信
）
会
員
に
よ
り
車
輸
の
 

整
理
、
駐
車
等
が
ス
ム
ー
ス
に
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
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町
立
病
院
だ
よ
り
 

ニ
ュ
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れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
外
来
診
 

療
の
合
い
間
に
実
施
し
て
い
た
 

胃
腸
透
視
・
ェ
コ
ー
検
査
を
、
 

金
曜
日
に
集
中
し
て
効
率
的
に
 

実
施
す
る
こ
と
で
、
少
な
い
待
 

ち
時
間
で
多
く
の
方
が
検
査
を
 

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
 

い
ま
す
。
検
査
結
果
は
、
複
数
 

の
医
師
が
チ
ェ
 
ッ
ク
し
て
疾
病
 

の
見
逃
し
の
な
い
よ
う
に
努
め
 

て
い
ま
す
の
で
、
 
一
人
で
も
多
 

く
の
方
が
検
査
を
受
け
て
い
た
 

だ
き
、
疾
病
の
早
期
発
見
が
で
 

き
ま
す
よ
う
に
希
望
し
ま
す
。
 

ま
た
、
八
月
よ
り
健
康
教
室
 

の
一
環
と
し
て
、
糖
尿
病
教
室
 

が
火
曜
日
の
午
後
に
大
屋
先
生
 

に
よ
り
計
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
 

実
施
さ
れ
、
日
常
の
外
来
診
療
 

で
は
不
可
能
な
糖
尿
病
の
詳
し
 

い
基
礎
知
識
や
食
事
療
法
の
実
 

際
に
つ
い
て
の
細
か
な
説
明
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
 

糖
尿
病
の
ほ
か
に
、
い
わ
ゆ
る
 

成
人
病
と
言
わ
れ
る
高
血
圧
、
 

心
臓
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
 

ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
健
康
教
室
 

を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
だ
 

け
で
な
く
家
族
の
方
も
積
極
的
 

に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
に
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

さ
る
十
月
よ
り
住
民
課
の
協
 

力
を
得
て
週
3

回
、
町
内
循
環
 

の
マ
イ
ク
ロ
バ
 
ス
運
行
が
実
施
 

さ
れ
、
従
来
交
通
の
便
の
悪
か
 

っ
た
地
区
へ
の
便
宣
が
は
か
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
立
病
院
 

利
用
の
患
者
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
 

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
従
 

来
、
上
弁
城
地
区
を
対
象
に
週
 

一
回
運
行
さ
れ
て
い
た
僻
地
循
 

環
バ
ス
を
週
3

回
に
増
や
し
、
 

か
つ
町
内
全
域
を
運
行
す
る
よ
 

う
に
し
た
も
の
で
す
。
運
行
経
 

路
、
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
実
 

際
の
利
用
状
況
と
皆
様
の
意
見
 

を
参
考
に
し
て
今
後
改
善
し
て
 

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ご
意
見
並
び
に
皆
様
の
積
 

極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

現
在
、
町
立
病
院
で
は
平
成
 

3
年
度
に
向
け
て
新
病
院
建
設
 

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
 

か
し
、
こ
れ
に
は
町
長
は
じ
め
 

町
の
財
政
当
局
、
病
院
が
一
体
 

と
な
っ
て
努
力
し
な
い
と
容
易
 

に
は
建
設
の
認
可
は
お
り
な
い
 

状
況
で
す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
 

な
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
 

町
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
 

町
立
病
院
利
用
の
町
民
の
方
 

々
に
は
、
日
頃
か
ら
狭
い
待
合
 

室
と
長
い
待
ち
時
間
な
ど
で
大
 

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
 

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
6

月
に
 

内
科
・
小
児
科
の
大
屋
先
生
が
 

赴
任
さ
れ
、
従
来
の
非
常
勤
医
 

師
に
よ
る
診
療
に
比
し
て
か
な
 

り
充
実
し
た
診
療
体
制
を
提
供
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

]!z5

く
プ
ー
く
E

一 

・ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
 

、

 

い
 
力
ラ
オ
ケ
大
会
開
催
 

現
在
、
大
屋
先
生
に
木
曜
日
を
 

除
く
毎
日
、
内
科
小
児
科
診
療
 

を
、
私
が
外
科
と
消
化
器
系
の
 

内
科
疾
患
を
中
心
と
し
た
診
療
 

を
、
ま
た
嘱
託
の
高
田
先
生
に
 

は
主
と
し
て
木
曜
日
の
午
前
中
、
 

腰
痛
・
関
節
痛
な
ど
の
慢
性
的
 

な
整
形
外
科
疾
患
な
ど
に
対
し
 

て
、
漢
方
・
局
部
注
射
療
法
に
 

よ
る
診
療
を
お
願
い
し
て
お
り
 

ま
す
。
さ
ら
に
金
曜
日
の
午
前
 

中
は
、
九
大
放
射
線
科
の
先
生
 

に
よ
る
人
間
ド
ッ
ク
の
胃
腸
透
 

視
・
腹
部
ェ
コ
ー
検
査
が
行
わ
 

'
 
！

 

●ノ「 

一
一
一
十
八
名
が
熱
唱
グ
 

九
月
二
十
九
日
、
西
日
本
カ
 

ラ
ォ
ケ
連
合
協
議
会
田
川
支
部
 

主
催
に
よ
る
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
が
 

方
城
町
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
三
十
八
名
が
 

出
場
、
日
頃
鍛
え
た
の
ど
を
披
 

露
し
、
盛
大
な
う
ち
に
終
了
し
 

ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
 

勝
 

仲
村
久
香
（
野
添
）
 

準
優
勝
 
村
山
ァ
キ
子
 

（
湯
場
通
り
）
 

第
三
位
 

近
藤
智
紗
子
 

（
湯
場
通
り
）
 

。A
ハ目voAnv
◇
A
v
◇AnvoAnv
◇
A
v
◇Anv
◇Anv

◇A
目v
◇Anv

◇
A
v
O
A
n
v
O
n
v
o
A
n
v

◇
0
◇Anv
◇Anv

◇
A
v
O
A
目v 

置
づ
け
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
 

ま
す
。
病
院
建
設
問
題
へ
の
皆
 

様
の
御
理
解
と
御
関
心
を
お
願
 

い
す
る
と
同
時
に
、
 
一
人
で
も
 

多
く
の
町
民
の
方
が
町
立
病
院
 

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
町
立
 

病
院
の
必
要
性
を
住
民
自
ら
対
 

外
的
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
 

が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

一
日
も
早
く
新
病
院
建
設
が
成
 

り
、
多
く
の
町
民
の
方
に
信
頼
 

さ
れ
る
健
康
管
理
の
中
核
と
な
 

る
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
 

ん。 方
城
町
立
病
院
長
 

詫
摩
 
衆
三
 

熱
演
賞
 
松
本
修
治
（
平
塚
）
 

審
査
員
特
別
賞
 

貞
野
春
文
 

（
広
タ
ク
シ
ー
勤
務
）
 

そ
の
他
歌
唱
賞
等
十
名
が
入
 

賞
し
ま
し
た
。
 

今
年
で
二
回
目
を
迎
え
た
こ
 

の
大
会
で
す
が
、
会
場
に
集
っ
 

た
百
数
十
名
の
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
 

ン
の
親
ぽ
く
の
和
が
、
大
会
を
 

通
し
て
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
 

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
大
会
開
催
に
あ
 

た
り
、
地
元
商
店
、
及
び
有
志
 

の
か
た
が
た
か
ら
、
た
く
さ
ん
 

の
賞
品
、
等
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
 

た
 。

 ま
た
、
大
会
で
集
っ
た
チ
ャ
 

リ
テ
ィ
募
金
、
七
千
八
百
八
十
 

二
円
を
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
 

い
と
大
会
々
長
の
久
富
専
慶
さ
 

ん
よ
り
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
 

会
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

後
援
 
方
城
町
教
育
委
員
会
 

ク
 

方
城
町
商
工
会
 

讐
 



4 
第163号 平成2年11月15日 広 報 旧

 
》つ よ

 
じ
 

》つ ほ
 

地 区 名 出発時間 病院着 病院発 福祉会館発 

東古門公民館 

中古門公民館 

西 古 門 
木戸安次氏宅前 

野添公民館 

8 : 40 

8 : 43 

8 : 45 

8: 50 

9 】 00 

1 1: 00 

及び 

12 : 30 

新町永末店前 

上弁城公民館 

野地公民館 

浄万寺公民館 

広谷公民館 

長浦公民館 

見六公民館 

っ
ロ
（
目
）
2
 

5
 
nv 

5
 
~
 

ハU 

1
 
Jl 

1
 
。ノし 

っ」 

QU 

9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
9
 

病 院 着 

9 : 40 

福祉会館行 

9 】 45 

迫 公 民 館 

二川田公民館 

職 員 区 
斉藤商店前 

福祉会館前 

10 : 00 

1o 】 02 

10 : 05 

10 : 08 

io : 15 

※ 毎週火・木・金曜日に運行します。 

骨 
、 

、 、 

お 

矢口 

ら 

せ 

へ
き
地
バ
ス
運
行
開
始
に
つ
い
て
 

へ
き
地
バ
ス
運
行
は
毎
週
木
 

曜
日
で
し
た
が
、
十
月
十
八
日
 

よ
り
、
別
表
の
と
お
り
の
地
区
 

を
経
由
し
て
方
城
町
立
病
院
ま
 

方
城
町
立
病
院
に
通
院
さ
れ
 

て
い
る
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
 

い。 ま
た
、
福
祉
会
館
へ
行
か
れ
 

で
、
通
院
患
者
の
送
迎
業
務
を
 

る
方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
0
 

開
始
し
て
い
ま
す
。
 

母
子
家
庭
等
 

生

活

指

導

講

座

 

田
川
郡
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
 

子
供
の
し
つ
け
、
健
康
管
理
な
 

ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
き
ま
 

す
。
多
数
の
参
加
を
待
っ
て
い
 

ま
す
。
 

◇
対
象
 
母
子
、
父
子
家
庭
及
 

但し、祭日は運休します。 

び
寡
婦
の
皆
さ
ん
 

◇
講
師
 
福
岡
県
精
神
保
健
セ
 

ン
タ
ー
 

土
橋
三
郎
氏
 

◇
内
容
 

シ
ン
ナ
ー
、
覚
醒
剤
 

等
の
乱
用
が
心
身
に
及
ぽ
す
 

影
響
に
つ
い
て
 

◇
と
き
 
十
二
月
九
日
（
日
）
 

十
時
5

十
二
時
 

◇
と
こ
ろ
 

金
田
町
総
合
会
館
 

（
平
成
鉄
道
金
田
駅
裏
 

徒
 

歩
三
分
）
 

◇
問
合
せ
先
 
方
城
町
母
子
寡
 

婦
福
祉
会
々
長
 
香
月
愛
子
 

電
話
 

二
ニ
ー
一
三
二
六
番
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十
一
一
月
十
四
日
か
ら
十
日
ま
 

で
人
権
週
間
で
す
。
 

人
権
週
間
は
、
国
際
連
合
が
 

「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
 

た
十
二
月
十
日
を
記
念
し
て
定
 

め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
で
人
 

権
週
間
も
四
十
一
回
目
を
迎
え
 

ま
し
た
。
 

方
城
町
で
は
、
次
の
よ
う
に
 

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
 

ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
さ
 

れ
て
い
る
中
で
人
権
問
題
や
、
 

法
律
問
題
で
お
困
り
で
あ
れ
ば
 

事
細
W
畔
 

ー

＼

 

，
噛
潮
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
特
設
人
権
相
談
所
】
 

と
 

き
 

十
一
一
月
十
三
日
 

と
こ
ろ
 

方
城
町
福
祉
会
館
 

相
談
担
当
者
 
法
務
局
職
員
、
 

人
権
擁
護
委
員
 

報
 

広 

ほうじょう 
(163号） 
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二
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十
一
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十
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